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「
エ
ゴ
ノ
リ
養
殖
技
術
に
つ
い
て
」

人土種苗から養成しだエゴノリ収獲風景(今別町嬰月海岸〉

〔
エ
ゴ
ノ
リ
と
は
〕

エ
ゴ
ノ
リ
は
紅
漠
綱
、
イ
ギ
ス
目
、
ィ

ギ
ス
制
に
属
し
、
寒
天
原
漢
と
し
て
利
用

さ
れ
、
え
ど
も
ち
、
お
き
う
と
並
び
に
高

級
和
菓
子
の
原
粉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
エ
ゴ
ノ
リ
の
形
態
は
、
そ
の
凝
体

が
暗
紅
色
ま
た
は
紅
紫
色
を
帯
び
て
お
り
、

幼
依
は
規
則
正
し
く
叉
状
分
岐
し
、
老
俸

に
な
る
に
つ
れ
分
岐
は
不
規
則
に
曲
が
り
、

団
塊
を
形
成
し
ま
す
。
長
い
枝
の
先
は
釣

り
針
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
で

低
翻
線
付
近
及
び
そ
の
下
部
に
生
育
す
る

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
な
ど
に
絡
み
つ
い
て
生
育

し
ま
す
。

そ
の
分
布
は
、
太
平
洋
沿
岸
、
瀬
戸
内

海
、
九
州
西
岸
及
び
日
本
海
沿
岸
に
生
育

し
、
主
産
地
と
し
て
青
森
県
、
新
潟
県
、

石
川
県
が
あ
げ
ら
れ
、
中
で
も
本
県
は
、

全
国
の
漁
獲
量
一の
約
半
数
を
占
め
、
岩
崎

村
か
ら
津
軽
海
峡
の
風
間
浦
村
易
国
閉
ま

で
の
岩
礁
域
で
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
全

国
で
は
年
間
約
二

Q
Uト
ン
が
消
費
さ
れ
、

そ
の
寒
天
質
が
良
質
な
乙
と
か
ら
価
格
が

海
草
部
技
師

青森県東津軽郡平内町茂浦窓口177-55-2155/印刷

晶

山

:.b. 
，ロ

高
く
、
五
、

o
o
ot一
O
、

0
0
0円

前
後
/
匂
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
次
別
の
漁
獲
量
は
表

l
l
に

示
し
た
と
お
り
、
か
な
り
変
動
が
激
し
い

う
え
、
近
年
、
漁
綾
が
漸
減
傾
向
に
あ
り
、

産
地
漁
業
者
か
ら
養
殖
に
よ
る
安
定
的
な

生
産
を
求
め
る
要
望
が
強
く
、
当
増
殖
セ

ン
タ
ー
で
は
人
工
種
苗
を
用
い
た
養
殖
実

証
試
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
以
下
そ
の

経
緯
、
結
果
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

〔
エ
ゴ
ノ
リ
養
殖

実
証
試
験
の
経
緯
〕

青森県水産増殖センター

ム
ゴ
ノ
ソ
養
殖
実
証
試
験
の
経
緯
は

表
t
2
に
一示
す
と
お
り
、
五
十
九
年

t
平

成
一川
年
に
か
け
、
海
南
関
増
殖
試
験
と
し
て

エ
ゴ
ノ
リ
人
工
採
苗
技
術
開
発
に
取
り
組

み
、
一
連
の
採
苗
技
術
を
確
立
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た。

ま
た
、
平
成
二
年
度
に
は
、
今
別
町
東

部
漁
協
裳
月
地
区
に
お
い
て
、
漁
村
高
齢

者
活
力
促
進
事
業
と
し
て
、
天
然
に
生
育

す
る
エ
ゴ
ノ
リ
を
網
地
に
結
着
し
、
養
成

し
た
結
果
、
収
穫
す
る
ま
で
の
技
術
を
開

発行
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発
す
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
。

乙
れ
ら
二
つ
の
技
術
を
用
い
て
、
エ
ゴ

ノ
リ
人
工
種
苗
を
用
い
た
養
殖
技
術
開
発

を
目
的
に
、
エ
ゴ
ノ
リ
養
殖
実
証
試
験
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

の
養
成
は
余
り
得
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
当
所
で
は
、
エ
ゴ
ノ
リ
養
殖

行
程
を
、
始
め
は
小
規
模
な
施
設
で
行
う

中
間
育
成
と
、
大
規
模
な
施
設
で
行
う
本

養
成
と
に
分
け
て
考
え
ま
し
た
。

丁
度
、

初
冬
の
頃
の
エ
ゴ
ノ
リ
は
、
濠
体
と
し
て

も
極
く
小
さ
く
、
大
き
な
養
成
施
設
は
不

要
で
あ
り
、
強
い
波
や
潮
流
に
は
弱
い
時

期
で
も
あ
る
た
め
、
余
り
時
佑
の
影
響
を

受
け
な
い
内
湾
や
、
港
内
で
行
う
こ
と
が

管
理
商
で
も
良
い
よ
う
に
考
え
ま
す
。
ま

た
、
人
工
種
苗
は
ど
う
し
て
も
生
育
に
む

ら
が
で
る
た
め
、
直
接
、
本
養
成
す
る
乙

と
は
施
設
に
無
駄
を
生
じ
ま
す
。

従
っ
て
、
中
間
育
成
に
よ
っ
て
少
量
の

人
工
種
苗
を
養
成
し
、
乙
れ
が
生
育
し
た

後
漢
依
宇
佐
細
断
し
、
本
養
成
施
設
に
均
等

に
結
着
す
る
こ
と
で
、
よ
り
養
成
方
法
が

篠
実
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
も

施
設
を
有
効
に
使
用
す
る
乙
と
が
で
き

ま
す
。

天然に生育するエゴノ リを

網地に結着して養殖

今別町東部漁協袋月地区

人工荷苗を用いて安定的な養殖産業を確立するための養殖事業

-人工種苗の成長特性

・中間育成の把握

・養殖藻体の品質検討

平成2年度

エゴノ リ養殖実証試験の経緯

エゴノリ人工種苗養殖技術の開発

〔
中
間
育
成
の
意
義

及
び
沖
出
し
適
期
〕

中
間
育
成
狩
出
し
適
期
の
検
討
は
平
成

三
年
十
月
十
一
日
、
十
二
月
十
八
日
、
翌

年
一
月
三
十
日
及
び
二
月
二
十
一
日
に
今

別
町
母
衣
月
地
先
に
お
い
て
、
図
l
l
に
一示

す
縦
二
・
四

m、
幅

一
・
五
悦、

自
合
い

五
寸
、
太
ざ

一
二
号
の
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
網

施
設
に
約
二
O
m
に
切
断
し
た
人
工
種
苗

一
O
O本
を
結
着
し
、
調
査
場
所
水
深
五

悦
地
点
に
設
置
、
養
成
を
行
い
ま
し
た
。

狩
出
し
後
の
各
月
に
エ
ゴ
ノ
リ
の
生
育
状

/
1

化

況
を
観
察
す
る
と
と
も
に
、
平
成
四
年
四

¥

・

一

息

月
七
日
に
養
成
施
設
を
引
き
上
げ
、
着
生

~

獲

す
る
海
凝
の
湿
重
量
を
測
定
し
た
結
果
、

.，

/

古

情

エ
ゴ
ノ
リ
生
育
量
は
十
一
月
、
十
一
一月
、

/

一

on

i
l
l
-す
次

次

一
月
及
び
二
月
の
各
々
二
五
四

-F
、

.P・

同

る

咋

一
、
四

一三

・

7
、
七
六

0
・
一
g
及

・¥

¥

れ

叶

リ

び
一
八

・
九
n
y
と
な
り
、
十
二
月
に
洲一出

/
・

す
手

に

ゴ

し
し
た
も
の
が
一

番
良
い
結
果
と
な
り
ま

す
f

県

ェ

し
ヒ
。

」「

京
株

J

い

車問
一

ま
た
、
各
月
の
施
設
に
付
着
し
た
海
繰

は
エ
ゴ
ノ
リ
を
除
き
八
種
(
マ
コ
ン
ブ
、

イ
ギ
ス
、
カ
ギ
ノ
リ
、
ア
ミ
ク
サ
、
シ
オ

臼

ク

サ

、
ィ
ト
グ
サ
、
ケ
ク
ル
シ
グ
サ
、
コ

ス
ジ
フ
シ
ツ
ナ
ギ
)
で
あ
り
、

各
月
の
付

エ
ゴ
ノ
リ
を
大
き
く
育
て
る
に
は
、
な

る
べ
く
長
い
養
成
期
聞
が
望
ま
し
い
の
で

す
が
、
水
温
一
五
℃
以
上
で
は
、
微
小
俸

の
ま
ま
成
熟
す
る
た
め
、
乙
の
水
温
以
下

に
な
っ
て
か
ら
狩
出
し
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
は
時
他
が
強
く
な
る
冬
期
に
あ

た
る
た
め
、
始
め
か
ら
大
規
模
な
施
設
で

;i9年~元年度 (増殖センター)

エコノリ人工採苗樹荷の確立

ィ，
+ .. .. 

;毎藻増殖試験

表-2

青森県水産増殖センターだより第63号

着
量
は
二
、
六
五
二
0
0
、
六
O
四
・
九
F
、

九
六

-n子
及
び
六
・
二一
0
0
で
し
た
。

の
水
深

一一一

t
一四

mに
設
置
し
ま
し
た
。

一
枚
の
網
地
に
中
間
育
成
で
得
ら
れ
た
描
関

係
五
・
O
仰
を
、
約
四

・

o
g程
度
に
な

る
よ
う
に
細
断
し
、
網
地

一
M
当
た
り
四

t
五
ケ
所
に
針
金
の
入
っ
た
ビ

ニ
ー
ル
紐

及
び
ダ
ン
ラ
イ
ン
ロ
1
プ
を
ほ
ど
い
た
も

の
で
結
着
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
網
地

に
は
母
衣
月
地
先
に
お
い
て
、
水
深

一
t

二
机
に
生
育
し
た
天
然
の
エ

ゴ
ノ
リ
を

種
苗
と
し
て
、
同
様
の
密
度
で
結
着
し
、

養
成
し
ま
し
た
。

〔
本
養
成
及
び
収
量
〕

平
成
四
年
=
一月
二
十
四
日
に
、
図
1
2

に
一示
す
本
養
成
施
設
(
今
別
町
の
助
成
に

よ
り
今
別
東
部
漁
協
川芸
月
エ
ゴ
ノ
リ
部
会

が
作
成
。
施
設

一
ケ
統
は

一
枚
の
網
地
が

縦
一

0
・
五
汎、

幅

一
九

・
五
汎
、
目
合

い
五
寸
の
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
網
を
五
枚
続
け

た
も
の
)
二
ケ
統
を
今
別
町
高
野
崎
地
先

表-1 

2旬. 

ω 

獲

戸圃‘、

~ 

，由、

戸圃h、
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青森県水産増殖センターだより第63号

本
養
成
開
始
後
、
エ
ゴ
ノ
リ
は
順
調
に

生
育
し
、
七
月
に
は
品
開
俸
に
成
熟
が
認
め

ら
れ
、
商
品
と
し
て
十
分
な
凝
体
に
な
っ

た
た
め
、
同
月
十
四
日
及
び
十
六
日
の
二

回
に
分
け
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
得
ら
れ
た
収
量
は
乾
燥
重

養
殖
で
得
ら
れ
た
凝
俸
と
、
養
成
海
域

量
で
三
二

O
hwで
し
た
。
そ
の
う
ち
、

人
工
種
苗
か
ら
の
収
量
は
一一

一
・
八
仰
で

し
た
。〔

口
問

質

i中出し時期

12月2日

中間育成試験(中間育成時期・方法の検討)

i中出し時期

10月11日
11月20日
12月18日
1月30日

2月21日

3~主同信言回需言司〈言回徒主同司主同司三回《言同QÇ><l<1(;担需主回逗言回<JC;同

2.4m 

同一一一一一

，由、、

戸画、

に
天
然
に
生
育
す
る
線
俸
を
天
日
乾
燥
さ

せ
た
後
、
県
水
産
物
加
工
研
究
所
に
搬
入

し
、
そ
の
寒
天
分
並
び
に
エ
ゴ
ノ
リ
の
粘

性
に
関
与
し
品
質
を
決
め
る
非
還
元
糖
に

つ
い
て
測
定
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
図
l
3
に
一示
す
と
お
り
、

天
然

・
養
殖
拍
保
体
と
も
ほ
ぼ

一
致
し
ま
し

た
。
即
ち
、
寒
天
分
は
、
天
然
繰
俸
が

二
八
・
五
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
養
成

凝
俸
が
二
八
・
八

%
、
非
還
元
糖
は
前
者

が

一
九
・
六
%
で
あ
り
、
後
者
が
二
二

・

一
%
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
四
年
産
の

中間育成施設図-1

面

図

本養成施設

エ
ゴ
ノ
リ
の
値
段
は
、
養
殖
縁
体
が
七
、

0
0
0円
/
仰
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

天
然
線
俸
が
九
、

一
九
七
円
/
仰
と
養
成

灘
体
が
二
、
0
0
0円
も
安
く
取
り
引
き

さ
れ
た
乙
と
か
ら
、
今
後
、
流
通
業
者
の

理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
辰
後
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
当
増
殖

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
エ
ゴ
ノ
リ
人
工
採
苗
技

術
の
確
立
と
、
今
別
町
東
部
漁
協
霊
山
月
エ

ゴ
ノ
リ
部
会
に
よ
る
養
殖
手
法
の
開
発
に

よ
り
、

一
連
の
養
殖
技
術
は
ほ
ぼ
確
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
技
術
を
県
内
各

地
の
漁
業
者
に
指
導
し
て
い
き
、

普
及
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
、
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
凶
器
月
エ
ゴ
ノ
リ
部
会
、
今
別
町
、
東
部

漁
業
協
同
組
合
、
青
森
地
方
水
産
業
改
良

普
及
所
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図-2

寒天分 非還元糖

天然・養殖藻体の品質比較

28.5 28.8 

50 

40 

(図-3

:20 

10 

30 

含

有

率
(
%
)
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ビ
の
生
き
残
り
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
の
試
験
で
分
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
、
海
草
部
は
こ
の

ニ
チ
リ
ン
ヒ

ト
デ
を
使
っ
て
、
ヒ
ト
デ
類
を
排
除
す
る

技
術
の
開
発
を
目
的
に
、

一
九
九
二
年

十
二
月
十
六
日
、
下
北
半
島
津
軽
海
峡

沿
岸
の
風
間
浦
村
下
風
呂
地
先
で
、
天
然

漁
場
に
ニ
チ
ソ
ン
ヒ
ト
デ
類
を
放
流
し
、

ヒ
ト
デ
類
が
駆
除
で
き
な
い
か
実
験
し
ま

し
た
。

試
験
は
、
下
風
呂
地
先
水
深
五
机
の
岩

盤
上
に
ロ

l
プ
で
一

O
×一

O
汎
の
方
形

区
を
四
か
所
設
定
し
、
そ
の
中
央
に
本
県

沿
岸
に
生
息
す
る
代
表
的
な
ニ
チ
リ
ン
ヒ

ト
デ
類
で
あ
る
ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
、
ゴ
マ

ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
(
仮
称
)
、
及
び
ア
カ

ニ
チ
ソ
ン
ヒ
ト
デ
の
三
種
を
放
流
し
て
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
残
り
の

一
か
所
は
対

照
区
と
し
ま
し
た
。
観
察
は
放
流
の
直
前

及
び
放
流
か
ら

0
・
五
、

一
、
二
、
四
、

一
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
に
よ
る

ヒ
ト
デ
類
駆
除
実
験

ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
は
足
が
十
本
程
あ
る

大
型
の
ヒ
ト
デ
で
、
北
日
本
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岸
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図-1 各試験地 (A :ゴマニチリンヒトデ、 B:ニチリンヒトデ、

C:アカニチリンヒトデ、0:対照区)に出現した主要底生

生物類の出現密度

~ 

A:滞過海水
B:イトマキヒトデ浸漬海水

C:ヒトテ浸漬海水

D:ニチリンヒトデ浸漬海水

戸園、、

六
、
及
び
二
十
四
時
間
後
の
計
七
回
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
区
内
に
現
れ
る
ヒ
ト
デ

類
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ

一一
、
及
び
エ
ゾ
ア

ワ
ビ
の
数
を
求
め
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
区
内
で
の
ヒ
ト
デ
類

な
ど
の
現
れ
方
は
、
図
ー
に
そ
の
変
伯
を

示
し
た
と
お
り
、
D
に
示
し
た
対
照
区
で

は
、
時
聞
が
経
過
し
て
も
変
侶
が
な
か
っ

た
の
に
対
し
、
ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
類
を
放

流
し
た
試
験
区
で
は
、
三
試
験
区
と
も
イ

B 

+ 
A 

+ 
10 

にひ
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E
E
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)
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議
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図-2イ卜マキヒトデのヒトテ・類浸漬海水注入による移動速度変化
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ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
の
出
現
数
が
減
少
し
続
け

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
乙
の
減
少
過
程
を
詳

し
く
調
べ
る
と
、
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
が
ニ

チ
ソ
ン
ヒ
ト
デ
を
避
け
る
よ
う
に
、
そ
れ

か
ら
次
第
に
離
れ
て
移
動
す
る
乙
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト

デ
は
二
チ
ソ
ン
ヒ
ト
デ
に
直
接
触
れ
な
く

と
も
、
そ
れ
を
深
知
し
て
逃
げ
る
、
言
い

換
え
れ
ば
、
忌
避
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
そ
乙
で
、
さ
ら
に
、
忌
避
行
動

を
水
槽
実
験
で
検
討
し
て
み
ま
し
た
。

S Cl(;言司 d主回~q;言回d主回需主同司主回d三回d主同信言回《言回qÇ;l同《言回
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浸漬海水注入による移動速度変化
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，曲、、
図-3

戸画、、

変
伯
が
な
い
の
に
対
し
、

D
で
示
し
た

ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
の
浸
漬
海
水
で
は
、

そ
れ
を
注
ぐ
と
同
時
に
、
腕
の
捻
転
な
ど

の
激
し
い
運
動
が
認
め
ら
れ
、
三
分
後
に

八
・
四
m
/
酬
と
速
い
速
度
で
移
動
し
ま

し
た
。
乙
の
乙
と
か
ら
、
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト

デ
は
ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
の
「
臭
い
」
を
他

の
ヒ
ト
デ
類
の
も
の
と
区
別
で
き
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
の
浸
漬
海
水
は
、

ど
の

く
ら
い
う
す
め
て
も
効
果
が
あ
る
も
の
か

を
知
る
た
め
、
海
水
で
う
す
め
て
検
討
し

て
み
た
結
果
、
わ
ず
か
五

O
m
の
濃
度
で

も
反
応
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

(図

3
)

以
上
の
結
果
か
ら
、
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ

は
ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
の

「
臭
い
」
の
よ
う

な
俸
の
外
に
出
し
て
い
る
物
質
に
特
異
的

に
反
応
す
る
乙
と
が
認
め
ら
れ
、
イ
ト
マ

キ
ヒ
ト
デ
に
対
し
て
忌
遊
物
質
と
し
て
作

用
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ト
マ
キ

ヒ
ト
デ
は
言
う
ま
で
も
な
く
ア
ワ
ビ
類
の

害
敵
生
物
と
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う

な
忌
避
物
質
を
手
に
入
れ
る
乙
と
が
で
き

れ
ば
ア
ワ
ビ
漁
場
で
の
害
敵
管
理
が
ず
っ

と
容
易
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
乙
で
、

今
後
、
ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
の
生
産
す
る
イ

卜
マ
キ
ヒ
ト
デ
を
忌
避
さ
せ
る
物
質
の
抽

出
を
試
み
、

天
然
漁
場
で
そ
の
有
効
性
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

~、

そ
の
昔
、
蜜
柑
船
で
財
を
な
し
た
豪
商

紀
国
屋
文
左
衛
門
の
名
は
あ
ま
り
に
有
名

で
す
が
、
陸
奥
湾
で
獲
れ
た
鱈
も
、
航
路

は
ま
る
で
反
対
で
あ
っ
た
と
し
て
も
冬
海

の
危
険
を
冒
し
て
、
う
ま
く
回
送
す
れ
ば

匝
利
を
得
る
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
で
、

船
持
ち
商
人
に
は
魅
力
あ
る
商
材
で
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。

東
廻
り
航
路
の
開
発

早
く
か
ら
開
発
さ
れ
た
日
本
海
廻
り
の

航
路
と
は
違
い
、
油開軽
、
南
部
か
ら
太
平

洋
経
由
で
江
一
戸
に
た
ど
り
着
く
東
廻
り
航

路
は
当
時
と
し
て
は
危
険
が
一

杯
の
航
路

で
し
た
。
津
軽
溶
で
は
寛
永
年
聞
か
ら
溜

米
を
海
路
江
戸
に
送
る
こ
と
を
始
め
た
と

あ
り
ま
す
が
、
犬
吠
埼
は
海
難
の
名
所
で
、

手
前
の
銚
子
で
荷
を
卸
し
た
後
は
利
根
川

・

江
戸
川
を
利
用
し
て
川
船
を
使
っ
て
送

っ

た
と
い
い
ま
す
。
下
っ
て
寛
文
十
年

(
一

六
七

O
)
に
は
河
村
瑞
賢
が
三
崎
、
下
回

で
風
待
ち
し
て
江
戸
に
入
る
東
廻
り
航
路

を
開
発
し
て
か
ら
は
、
ま
っ
す
ぐ
江
戸
に

江

戸

送

り

魚
類
部
長

塩
垣

優

実
験
は
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
、
ヒ
ト
デ
、

及
び
ニ
チ
リ
ン
ヒ
ト
デ
の
三
種
を
そ
れ
ぞ

れ
ビ
ー
カ
ー
に
入
れ
、
そ
れ
に
係
重
の
五

倍
量
の
海
水
を
加
え
て
一

0
分
間
浸
し
ま

す
。
こ
う
し
て
で
き
た
ヒ
ト
デ
類
を
漬
け

た
液
(
浸
演
海
水
)
の
五

M
を
、
イ
ト
マ

キ
ヒ
ト
デ
を
入
れ
た

一
(ハ
γu円
形
水
樽
に

注
ぎ
、
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
の
運
動
に
変
他

が
起
き
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
各
ヒ
ト
デ
類
の
浸
漬
海
水
に

対
す
る
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
の
行
動
は
、

図

2
に
移
動
速

度
の
変
他
で
示

し
た
と
お
り
、

総
過
海
水
凶
、

イ
ト
マ
キ
ヒ
ト

デ
側
、
ヒ
ト
デ

刷
、
及
び
ニ
チ

リ
ン
ヒ
ト
デ
似

の
各
浸
漬
海
水

を
、
ー
で
示
し

た
時
聞
に
そ
れ

ぞ
れ

一
O
分
置

き
に
注

い
だ

と
こ
ろ
、
A
、

B
、
及
び
C
を

注
い
だ
時
点
で

の
移
動
速
度
は

四
・
九
品
川
/
剛

以
下
で
大
き
な

着
岸
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鱈
献
上

が
初
ま
っ
た
の
が
延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)

の
乙
と
で
す
か
ら
、
新
鱈
積
が
始
ま
っ
た

の
は
も
う
既
に
東
廻
り
航
路
が
整
備
さ
れ

た
後
の
こ
と
で
す
。

と
も
か
く
、
時
を
選

べ
ぬ
冬
の
鱈
で
す
か
ら
、
並
の
船
頭
で
は

勤
ま
ら
な
か
っ
た
筈
で
す
。

新
鱈
積
弁
財
船
の
活
躍

江
戸
で
こ
れ
程
ま
で
に
需
要
が
あ
っ
た

鱈
と
い
う
の
は
新
鱈
造
り
と
い
う
も
の
で

す
。
冬
至
前
後
に
刺
網
で
獲
れ
た
産
卵
前

の
鱈
を
、
先
ず
、
口
を
聞
け
て
笹
目

(
腿
)

を
切
り
取
り
、
そ
の
ま
ま
内
臓
を
疲
き

出
し
た
後
に
塩
を
詰
め
て
塩
蔵
し
た
も
の

で
す
。
内
臓
を
取
り
出
す
の
に
、
腹
を
割

か
な
い
と
こ
ろ
が
当
時
の
武
士
階
級
に
も

て
は
や
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
武
家
は

勿
論
商
家
で
も
歳
暮
の
贈
答
品
と
し
て
、

ま
た
、
年
越
、
松
の
内
、
初
午
の
祝
膳
に

は
必
ず
乙
れ
を
用
い
た
と
あ
り
ま
す
。

し

か
し
、

賞
味
さ
れ
る
の
は
初
午
ま
で
で
、

こ
れ
を
過
ぎ
れ
ば
六
日
の
菖
蒲
、
十
日
の
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菊
同
然
顧
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。
い
く
ら
冬
と
は
い
え
、
冷
蔵
設
備
の

な
か
っ
た
頃
で
す
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で
が

限
界
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
鱈
造
り
の
技
法
が
ど
の
よ
う

に
し
て
こ
の
陸
奥
ま
で
伝
え
ら
れ
た
の
か
、

ま
た
、
こ
の
造
り
が
陸
奥
独
自
の
も
の
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
な
ど
は
全
く
分
か
り
ま

せ
ん
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
江
戸
商
人
の
教

え
で
は
な
い
か
と
あ
り
ま
す
。

新
鱈
は
旧
正
月
ま
で
に
着
か
な
け
れ
ば

価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
輸
送
期

聞
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
脇
野
沢
か
ら
で

す
と
、
新
鱈
積
江
戸
行
弁
財
船
賃
金
は
白

石
に
つ
き
三
十
五
両
と
定
め
、
二
十
日
以

内
に
着
船
す
れ
ば
さ
ら
に
十
両
を
増
し
、

二
十
五
日
以
円
で
あ
れ
ば
五
両
寸
信
用
し
た

が
、
二
十
五
凶
を
過
ぎ
れ
ば
逆
に
五
両
を

減
ず
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
新
暦
の
一

月
上
旬
に
は
船
を

発
た
せ
な
け
れ
ば
江
戸
の
正
月
に
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
船
主
の
快
速
着
船
を
神
仏

に
祈
る
姿
が
初
御
と
し
て
く
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
れ
と
と
も
に
、
夜
に
日
を

継
い
で
新
鱈
造
り
で
娠
っ
た
浜
の
綾
子
が

偲
ば
れ
ま
す
。

値
段
の
方
で
す
が
、
寛
政
七
年
(
一
七
九

五
)
に
新
鱈
百
石
に
つ
き
六
千
本
の
定
め
、

浜
元
壱
両
に
付
き
二
百
八
卜
本
と
あ
る
が
、

乙
れ
が
江
戸
問
屋
の
仕
切
値
は
壱
両
に
付
き
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二
十
本
な
い
し
二
十
五
本
で
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
江
戸
で
は
十
倍
以
上
に
売
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
う
ま
く
す
れ
ば
濡
れ
手

に
粟
の
い
い
商
売
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

鱈
の
加
工
法
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
。
新
鱈
造
り
の
ほ
か
に
は
、
漁
期

遅
く
延
縄
で
獲
っ
た
鱈
は
痩
せ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
扱
き
鱈
、
ま
た
は
俸
鱈
造
り
と

し
、
寒
中
に
干
し
あ
げ
て
、
日
本
海
廻
り

の
敦
賀
経
由
で
陸
路
、
京
、
大
坂
へ
送
っ

た
も
の
で
す
。

南
部
、
湾
軽
両
薄
暗
と
も
に
商
人
に
許
可

を
与
え
て
新
鱈
送
り
を
盛
ん
に
や
っ
た
は

ず
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
津
軽
の
方
の
記

録
は
あ
ま
り
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
乙
乙
で

は
、
当
時
を
偲
ぶ
記
録
と
し
て
脇
野
沢
村

の
教
育
委
員
吉
田
治
三
郎
氏
が
発
掘
し
た

資
斜
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

宝
麿
二
年
(
一
七
五
二
)
旧
暦
十
二
月

t
、

中
旬
、
当
村
能
登
谷
錨
地
新
鱈
船
、
津

軽
上
磯
で
難
彼
し
、
船
頭
錨
地
忠
兵
衛
・

水
主
半
九
郎
死
亡
。

周
年
同
月
佐
渡
屋
新
鱈
船
、
久
慈
伸
一
で
難

破
し
、
藤
重
郎
・
庄
三
郎
・
与
惣
兵
衛
・

善
右
衛
門

・
松
兵
衛

・
甚
六
死
亡。

明
和
元
年
(
一
七
六
四
)
脇
野
沢
能
登
谷

創
地
新
鱈
船
で
巨
利
を
得
る
。

安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
新
鱈
船
仕
立
荷

↑t
側
新
谷
庄
助
、
江
一戸
問
屋
栖
原
角
兵

戸由民

，画、

衛
、
船
手
長
徳
丸
凹
大
夫
弁
財
船
十
五

名
乗
り
、
蛎
崎
一
番
積
新
鱈
八
百
石
。

亨
和
元
年
(
一
八

O
一
)
剣
地
五
郎
右
衛

門
新
鱈
で
巨
利
拾
万
長
者
士
分
と
な
る
。

文
政
卜
年

(
一
八
七
二
)
川
内
能
登
谷
喜

之
助
と
脇
野
沢
佐
渡
屋
厚
助
と
の
間
で

新
鱈
請
負
競
願
事
件
。

安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
黒
沢
尻
の
伊
勢

屋
朝
士口

(出
身
地
不
明
)
、
盛
岡
藩
よ

り
新
鱈
漁
業
請
負
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
陸
奥
湾
の
鱈
が
江

戸
送
り
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

当
時
の
江

戸
の
書
物
に
は
鱈
の
上
品
は
越
前
の
産
と

し
、
蝦
夷
越
後
奥
州
羽
州
よ
り
多
く
出
す

と
あ
り
、
南
部
、
津
軽
の
文
字
が
見
え
な

い
の
は
寂
し
い
乙
と
で
す
。
た
だ
、
江一同

市
井
の
医
者
で
あ
っ
た
神
田
玄
泉
が
謹
告
し

た
臼
東
魚
譜
(
一
七
四
一
年
、
未
刊
)
に

「
口
塩
と
呼
ぶ
も
の
上
品
也
」
と
あ
る
の

』

は
口
か
ら
塩
を
詰
め
た
新
鱈
を
指
す
も
の

と
考
え
ら
れ
、
僅
か
に
当
時
活
躍
し
た
北

辺
の
漁
業
者
の
活
躍
の
片
鱗
を
垣
間
見
た

思
い
が
し
ま
す
。

当
時
は
食
物
即
ち
薬
で
あ
る
と
の
考
え

が
あ
り
、
本
書
に
そ
の
効
能
を
記
し
て
い

ま
す
。、

王

治
:・
気
を
益
し
、
血
宇佐
般
り
、
胸

と
腹
の
聞
を
利
す

腹
痛
、
痔
疾
、
万
傷
有
る
も
の
食
う

戸画、

べ
か
ら
ず

と
あ
り
ま
す
。

海
運
の
た
そ
が
れ

時
代
が
下
っ
て
江
戸
後
期
に
な
り
ま
す

と
、
蝦
夷
地
に
開
発
し
た
鱈
漁
場
で
措置れ

た
も
の
と
の
競
合
が
始
ま
り
、
値
が
下
が
っ

た
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
明
治
に
入
る

と
海
上
輸
送
に
決
定
的
に
打
撃
を
与
え
た

の
は
鉄
道
輸
送
の
発
達
で
し
た
。
青
森
i

東
京
聞
の
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
明
治
二

十
四
年
九
月

一
日
の
乙
と
で
し
た
。
以
降
、

東
京
市
場
へ
も
生
魚
の
輸
送
が
活
発
と
な

り
、
新
鱈
積
み
回
船
は
次
第
に
影
を
絡
め

前号のクロスワード・パズルの解答

今回は少し難しかったかも知れません。次の機会

をお楽しみに。

なお、タテのカギ⑬で、コタマガイとあるのは、

エゾバカカイの誤りでしたのでおわびします。

(出題貝類部長 平野)

，園、、

タビワアソエ

る
の
で
し
た。

ち
な
み
に
、
開
通
当
時
の
所
要
時
聞
は

一一十
六
時
間
三
十
五
分
と
あ
り
、
今
昔
の

感
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
で
は
、

鱈
の
活
魚
輸
送
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

東
京
人
で
も
活
鱈
を
賞
味
で
き
る
時
代
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
鱈
は
何
と
言
っ

て
も
昆
布
シ
メ
の
刺
身
が
最
高
で
あ
り
、

北
陸
で
賞
味
さ
れ
る
子
づ
け
鱈
(
刺
身
を

卵
巣
卵
で
ま
ぶ
し
て
食
べ
る
)
と
双
壁
を

成
す
も
の
と
思
い
ま
す
。

次
回
に
は
明
治
末
年
に
実
用
他
さ
れ
た

鱈
底
建
網
開
発
の
経
緯
を
紹
介
し
ま
す。
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